
令和５年度 山ノ内町介護保険事業運営委員会 

議事録（要旨） 

開催日・出席者等                                

開催日時 令和 5 年 8 月 24 日（木） 午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分 

開催場所 山ノ内町文化センター 3 階ホール 

出 席 者 委員 21 名（敬称略・順不同） 

     山ノ内町内医師代表              城下 裕 

     山ノ内町内歯科医師代表            山本 雅英 

     町介護サービス事業所 ぬくもり        糸乘 幸惠 

          〃     ちとせ         髙橋 正男 

          〃     にこにこ        山㟁 通男 

          〃     桜           小池 恒星 

          〃     メディカル志賀     髙相 守 

          〃     安心          相沢 輝雄 

     山ノ内町社会福祉協議会 事務局長       山口 辰也 

     特別養護老人ホームいで湯の里 施設長     鈴木 隆夫 

     被保険者                   小林 房子 

       〃                    浅沼 しず子 

     生活支援コーディネーター           滝澤 盛文 

     山ノ内町議会 社会文教常任委員会 委員長   髙田 佳久 

     山ノ内町民生児童委員協議会 会長       湯本 和幸 

     山ノ内町民生児童委員協議会 副会長      黒岩 一三 

     山ノ内町保健補導員会             土肥 美代志 

     山ノ内町住民活動センター運営委員会      髙相 美智子 

     北信保健福祉事務所 福祉課 企画幹兼福祉課長 中沢 智子 

     北信総合病院 地域ケア課 課長        畔上 正人 

     長野県介護支援専門員協会北信支部       田邉 さき子 

     山ノ内町副町長（町長代理）          久保田 敦 

     事務局 11 名 

     山ノ内町 健康福祉課 課長          小林 一夫 

         〃      福祉係長        外山 美雪 

         〃      健康づくり支援係長   堀米 かおり 

         〃      医療保険係長      坂口 貴子 

         〃      介護保険係長      櫻井 美子 

         〃      介護保険係       富岡 浩一 

         〃      介護支援係長      関 浩美 

         〃      介護支援係       竹節 純子 

         〃      介護支援係       北條 佳奈美 

         〃      介護支援係       土屋 大我 

     ㈱サーベイリサーチセンター（次期計画策定支援）北崎 聖二 

     傍聴者 1 名 

 



会議事項等                                    

１．開会（進行：健康福祉課長） 

・本会議は山ノ内町介護保険事業運営委員会設置要綱に基づき開催され、委員総数 25 名、

本日の出席者数 21 名により過半数の出席を満たし、本会議は成立する旨を説明。 

・本会議は公開により開催する旨を説明。 

 

２．あいさつ 

・町長代理として久保田副町長よりあいさつ。 

 

３．自己紹介 

・委員委嘱後、初の会議となるため自己紹介。 

 

４．介護保険事業運営委員会について 

・山ノ内町介護保険事業運営委員会設置要綱に基づき、運営委員会の任期、手掌事項、組織

形態等について確認。 

 

５．委員長及び副委員長選任 

・事務局案により、山ノ内町民生児童委員協議会長の湯本氏を委員長に、山ノ内町住民活動

センター運営委員会の高相氏をそれぞれ推薦し、委員の承認をもって選任。 

 

６．委員長あいさつ 

・選任された湯本委員長よりあいさつ。 

 

７．会議事項（進行：委員長） ※全項目について配布資料に基づき説明 

（１）令和 4 年度事業実績報告について 

 ①地域密着型サービスについて 

 【質疑及び意見】 

  ・なし 

 

 ②生活支援協議体について 

【質疑及び意見】 

  ・委員：生活支援体制整備事業について、コロナ禍が終わり、今後コロナ禍により縮 

   小していた各種活動が復活していくと見込まれるが、一度事業を止めてしまうとノ 

ウハウが引き継がれなくなってしまう。今後も継続していけるように取り組んでほ 

しい。 

 

  ・委員：生活支援体制整備事業の「シニア大学」について、県シニア大学の開催につい 

て記載はあるが、町シニア大学の記載がない。開催しているようであれば記載願い 



たい。 

事務局：本資料は令和 4 年度の開催実績に基づく資料であり、令和 4 年度は町シニ 

ア大学はコロナ禍により中止となっていたため、記載はない。 

 

 ③地域包括支援センター運営について 

【質疑及び意見】 

  ・なし 

 

（２）介護予防ケアマネジメント事業委託事業所の承認について 

【質疑及び意見】 

  ・委員：今回委託事業所として追加される「やまのうち敬老園」の住所はどこになる 

      のか。 

   事務局：穂波温泉に事業所がある。行政区的には西湯に相当する。 

   

  ・委員：委託事業所の承認を本介護保険事業運営委員会に諮るとのことだが、承認する 

権限の有無について要綱上に記載はあるのか。承認事項のため、基準となる根 

拠を明確にしてもらいたい。 

  ・事務局：山ノ内町介護保険事業運営委員会設置要綱の第 2 条第 1 項第 5 号により、 

 本件は委員会の手掌業務としている。令和 4 年度に山ノ内町地域密着型サ 

ービス運営委員会設置要綱等を廃止し、手掌業務の集約を行っているため、 

分かりづらい形となり申し訳ない。 

 

 ・質疑後に再度審議。委員会により承認される。 

 

（３）高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画について 

 ①計画概要について 

【質疑及び意見】 

  ・なし 

 

 ②介護保険料について 

【質疑及び意見】 

  ・なし 

 

 ③介護保険の現状について 

【質疑及び意見】 

  ・なし 

 

④高齢者等実態調査について 

【質疑及び意見】 



  ・なし 

 

 ⑤スケジュール等について 

【質疑及び意見】 

  ・委員：全体を通じてのことだが、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の次期計 

   画策定にあたっては被保険者数と要介護認定者数、要は保険料を納める人と保険を 

利用する人の人数を正確に把握しなければ正しい計画は作れない。事務局にはその 

点に留意をし、検討・策定を進めてほしい。 

 

 ⑥市町村独自事業について 

 【質疑及び意見】 

  ・委員：独自事業の一つである特別地域加算については、山村振興法に基づき振興山 

村に指定されている旧平穏村及び旧夜間瀬村に所在地を置く事業所は介護報酬へ 

の加算を受けられるということでよいか。また、当該加算に係る利用者負担額に助 

成ということで利用者の負担額へは影響のないということでよいか。 

事務局：その認識でよい。 

 

  ・委員：この資料だけでは利用者や事業者に対してどのようなメリット・デメリット 

   があり、この独自事業を次期計画に盛り込むかどうか判断もできない。事務局へは 

   次回の会議に更に詳細な資料を用意し、提出してもらい、その上で審議としてほしい。 

  ・事務局：承知した。次回会議に改めて資料を提出するのでその上で今回提示した独 

   自事業について、次期計画に盛り込むか審議願いたい。 

 

 ⑦アンケートについて 

【質疑及び意見】 

  ・なし 

 

８．その他 

・車椅子補助用具「Jinriki QuickⅡ」紹介 

【質疑及び意見】 

  ・委員：当事業所でも車椅子利用者の緊急時の避難等に用いることができるのではな 

      いかと検討している。購入はどこで行えるのか。 

  ・事務局：購入は配布した資料のとおり、株式会社 JINRIKI で可能。町でも緊急時か 

       つ積雪時等の悪条件下で有効活用できないかと業者によるデモンストレー 

ションも実施した。検討の俎上に載せてもらえればと思う。 

 

９．閉会 


